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2010 年度の日本冷凍空調学会年次大会は，2010 年 9
月 14 日（火）の石川県立音楽堂・石川エコハウスの見学
会を皮切りに，翌 15 日から 17 日までの 3 日間，金沢大
学角間キャンパス自然科学本館を会場として講演会を開























































＊ 2010 年 9 月 14 日（火）～ 18 日（土），於  金沢大学自然科学本館
＊＊ 2010 年度年次大会実行委員長（金沢大学）

























度はパネル 5 社，カタログ展示 2 社，講演論文集広告






2009 年 10 月 14 日に第 1 回準備委員会を開催し，その
中で実行委員長として小職，副委員長として児玉昭雄先
生（金沢大），幹事として多田幸生先生（金沢大）が就




































































































































































































































会が企画して，学術講演期間初日 9 月 15 日午後に開催
され，1 件の基調講演と 8 件の解説講演が行われた．




























































講演会初日（9 月 15 日）の午後では地中熱利用について，
















































































































加していただいている．今年は 2 日目（9 月 16 日）お
よび 3 日目（17 日）にそれぞれ 1 セッションと 2 セッショ
























































D121：サンプルに w/o エマルションを用いて，50 Hz













































































































































































































































































に関連する研究発表 7 件と基調講演 1 件が集まり，二つ
のセッションに分けて講演発表を行った．
最 初 に 九 州 大 学 Saha 教 授 に「Next Generation 






























































ン系冷媒 HFO-1234yf または HFO-1234ze（E）と，HFC






























































































切れない関係になりつつある．本 OS も 3 年目になるが，
今回は講演会最終日の午後に二つのセッションに分けて















































































































































input される領域として mushy 域の先端の前駆域がきわ





































































































9 月 18 日（土）の一般公開セミナ （ー10:00 ～ 12:00）には，
講師および年次大会実行委員を含め 41 名の参加者があ
り，児玉昭雄実行委員会副委員長（金沢大学）の挨拶で
セミナーが開始された．最初に，汲田幹夫氏（金沢大
学）の講演「電気で冷暖房 ―なぜ冷える，なぜ暖まる，
エアコンの仕組み―」では，家庭用エアコンの開発の歴
史，冷媒の種類と環境への影響，そして，エアコンによ
る冷房，暖房，除湿の原理などについて解説された．つ
づいて，杉浦充氏（東邦ガス㈱）の講演「ガスの炎で冷
暖房 ―ガス空調で実現する快適環境・省エネルギー―」
（図 17）では，天然ガスの現状と都市ガスの製造・供給・
利用に関する話の後，ガスエンジンヒートポンプおよび
吸収冷温水機の作動原理と冷暖房性能，適用事例などに
ついてわかりやすい解説が行われた．そして，米澤泰夫
氏（ユニオン産業㈱）の講演「排熱で冷凍空調 ―吸着
式冷凍機―」（図 18）では，一般には馴染みが薄い吸着
式冷凍機の構成と作動原理，特徴と問題点について解説
された後，吸着式冷凍機の国内外の設置事例や太陽熱駆
動システムなどの紹介があり，参加者はいずれの講演に
ついても興味深く聞き入っていた．最後に，司会進行役
の義岡秀晃実行委員（石川工業高等専門学校）の挨拶で
セミナーは閉会した．
今回は，一般公開セミナーの内容が確定した後，ポス
ターやホームページなどを利用してセミナーの参加者を
募った．セミナーの内容は講演のみであったが，参加者
には概ね好評であった．ご参加いただいた方々にはこの
場をお借りして厚く御礼申し上げます．
図 18　一般公開セミナーの講演の様子（米澤氏講演）
図 17　一般公開セミナーの講演の様子（杉浦氏講演）
